


優れた耐雨性

発生初期では見分けがつきにくい病害もまとめて防除できます。

薬剤が流れやすい梅雨・秋雨時期でも病気をしっかり予防します。

優れた残効性
一度発生すると蔓延しやすい病気に対しても、予防散布することで発生をしっかり抑え、効果が持続します。

作物への汚れが少ない
薬剤調製時に粉立ちが無く、果実等に対する薬剤の汚れも少ないフロアブル製剤です。

ベジセイバー®1000倍 K剤 L剤 ベジセイバー®1000倍 L剤

■薬剤感受性低下菌増殖の流れ

A系統剤に効かない
菌が存在

A系統剤に効かない
菌が残る

A系統剤に効かない
菌が増殖

A系統の薬剤に効かない
菌が蔓延

A系統剤
を散布

A系統剤
を散布

（FRACコード表日本版（2019年3月））

（株）エス・ディー・エス バイオテックつくば研究所 （2015年）

（株）エス・ディー・エス バイオテックつくば研究所 （2019年）■降雨条件下でのキュウリ褐斑病に対する効果
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●品　　種：ハイグリーン21（2.5葉期）
●区　　制：ポット試験、3連制
●供 試 菌：キュウリ褐斑病菌
　　　　     (SDHI-殺菌剤感受性低下菌)
●薬剤処理：6月27日
●降　　雨：6月28日（40mm/h、1時間人工降雨）
●接　　種：7月3日（胞子懸濁液を葉表に噴霧処理）
●調　　査：7月12日（接種9日後）
●調査方法：本葉発病面積率を12段階調査し、無処理

区との比較により防除価を算出した。

ベジセイバー®
（1000倍）

100 99.8
87.8

23.6

86.6

23.6

74.4

31.8

無処理無処理 ベジセイバー（防除価100） F剤（防除価50.0） G剤（防除価80.0）

■べと病に対する効果写真■べと病に対する効果写真

無処理 ベジセイバー®（防除価99.8） I剤（防除価23.6） H剤（防除価23.6） J剤（防除価31.8）

無処理 ベジセイバー®（防除価100） C剤（防除価38.3） E剤（防除価50.0） M剤（防除価85.0）

無処理 ベジセイバー（防除価100） D剤（防除価57.8） I剤（防除価22.2）
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うどんこ病

■キュウリうどんこ病に対する効果 ■キュウリべと病に対する効果■キュウリうどんこ病に対する効果
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（株）エス・ディー・エス バイオテックつくば研究所 （2015年）
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●品　　種：相模半白節成
●区　　制：3ポット/区、2反復
●供 試 菌：キュウリうどんこ病菌
　　　　     （QoIｰ殺菌剤感受性低下菌）
●薬剤処理：10月23日
●降　　雨：10月24日（40mm/h、2時間人

工降雨）
●接　　種：10月25日（噴霧接種）
●調　　査：11月3日
●調査方法：第1、第2葉の防除価を求めた。

ベジセイバー®
（1000倍）  

99.2

72.8

44.0

C剤

61.2

ベと病

（株）エス・ディー・エス バイオテックつくば研究所 （2019年）

■キュウリべと病に対する効果
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●品　　種：
●区　　制：
●供 試 菌： 

●薬剤処理：

●接　　種：
●調　　査：
●調査方法：

半白節成
1区底面4.5cmカップ、3連制
Pseudoperonospora 
cubensis（QoI及びフェニルアマ
イド耐性、つくば研究所継代株）
5月28日 スプレーガンを用いて
葉裏および表に20㎖/ポットの割
合で噴霧処理
6月6日（薬剤処理9日後）
6月10日（接種4日後）
本葉の発病面積率を調査し、無処
理区との比較により防除価を算出
した。

ベジセイバー®
（1000倍）
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■トマト葉かび病に対する効果

三井化学アグロ（株）農業化学研究所 （2019年）

■トマト葉かび病に対する効果
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●品　　種：大型福寿
●区　　制：5cm角ポットで3.5葉期まで栽

培した植物を供試（4週間栽培）、
3連制

●供 試 菌：トマト葉かび病菌/Passalora 
fulva；PF1732株（SDHI剤・
QoI剤感受性菌）

●薬剤処理：2月28日にスプレーガンを用い
て、20㎖/3ポット（300ℓ/10a
相当）散布

●接　 種：2月28日薬剤散布風乾後、
1×10⁴個/㎖の胞子懸濁液を葉
裏に接種。

●調　　査：3月19日
●調査方法：各区、全ての葉について、発病程

度を調査した。

ベジセイバー®
（1000倍）  

100

80.6 83.9

93.9 96.7

すすかび病
■トマトすすかび病に対する効果

徳島県立農林水産総合技術支援センター資源環境研究課（2012年）

■トマトすすかび病に対する効果
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●品　　種：桃太郎ピース
●区　　制：1区5ｍ² 8株、3連制
●播種、定植：播種6月2日、定植7月15日
●薬剤処理：8月29日、9月5日、9月11日

の計3回。背負い式小型噴霧器
で約300ℓ/10aで散布した。

●発生状況：中発生（接種）
●接　　種：菌糸懸濁液を手動噴霧器にて試

験区の株全体に噴霧接種した。
●調　　査：9月19日（最終散布8日後）
●調査方法：各区接種は6株の接種葉を除く

上位12複葉、合計72葉につい
て、発病程度別に調査し、発病株
率、防除価を算出した。

ベジセイバー®
（1000倍）

75.6

92.395.1

■薬剤感受性低下菌の発生を防ぐポイント

三井化学アグロ（株）農業化学研究所（2019年）

三井化学アグロ（株）農業化学研究所（2019年）

■キュウリうどんこ病に対する効果

■トマト葉かび病に対する効果

■ナスでの使用例（薬剤散布2時間後）■トマトでの使用例（薬剤散布2時間後）

●品　　種：相模半白
●区　　制：3ポット、3反複
●無処理発病度：85.5

●薬剤散布1日後接種
　・ 薬剤処理11月27日
　・ 病原菌接種日：11月28日（噴霧処理）
　・ 調 査 日：12月9日

●薬剤散布20日後接種
　・ 薬剤処理11月8日
　・ 病原菌接種日：11月28日（噴霧処理）
　・ 調 査 日：12月9日

●品　　種：大型福寿
●区　　制：5áp角ポットで3.5葉期まで栽培した植物を供試

（4週間栽培）、3連制
●薬剤処理：3月20日にスプレーガンを用いて、20㎖/3ポッ

ト（300ℓ/10a相当）散布
●接　　種：3月20日薬剤散布風乾後、1×10⁴個/㎖の胞子

懸濁液（SDHI剤耐性菌）を葉裏に接種
●調 査 日：4月11日

■トマト葉かび病に対する効果
●品　　種：大型福寿
●区　　制：5áp角ポットで3.5葉期まで栽培した植物を供試

（4週間栽培）、3連制
●薬剤処理：6月26日にスプレーガンを用いて、20㎖/3ポッ

ト（300ℓ/10a相当）散布
●接　　種：6月26日薬剤散布風乾後、1×10⁴個/㎖の胞子

懸濁液（QoI剤耐性菌）を葉裏に接種
●調 査 日：7月17日
●調査方法：各区、すべての葉について、発病程度を調査した

①予防散布を心がける
②異なる系統の薬剤によるローテーション防除を行う
③ローテーションに保護殺菌剤との混合剤（ベジセイバーなど）を組み入れる

ベジセイバー®は保護殺菌剤TPNとの混合剤なので、防除体系に組み込むことで
薬剤の感受性低下による発病リスクを下げることも期待できます。

薬剤の感受性低下による発病リスクを低減

薬剤の感受性低下を防ぐために

効果写真

降雨条件下での効果写真

効果写真

野菜の病害をまとめて防除野菜の病害をまとめて防除

葉かび病
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ベジセイバー®
（1000倍）

100

38.3
50.0

M剤

85.0

うどんこ病、灰色かび病はもちろん、べと病、疫病など多くの病害をまとめて防除できます。

トトマトの
葉かび病と

すすかび病
は

見分けがつ
きにくい病

害の

代表例！

多くの病害
が

同時に発生
するため、

同時防除が
必要です。

各殺菌剤の系統は
こちらよりご確認ください。

：降雨なし　　：降雨あり

：散布1日後　　：散布20日後

ベジセイバー

B
系統

A
系統

C
系統

ぺンチオピラド



優れた耐雨性

発生初期では見分けがつきにくい病害もまとめて防除できます。

薬剤が流れやすい梅雨・秋雨時期でも病気をしっかり予防します。

優れた残効性
一度発生すると蔓延しやすい病気に対しても、予防散布することで発生をしっかり抑え、効果が持続します。

作物への汚れが少ない
薬剤調製時に粉立ちが無く、果実等に対する薬剤の汚れも少ないフロアブル製剤です。

ベジセイバー®1000倍 K剤 L剤 ベジセイバー®1000倍 L剤

■薬剤感受性低下菌増殖の流れ
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A系統剤に効かない
菌が増殖
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（FRACコード表日本版（2019年3月））

（株）エス・ディー・エス バイオテックつくば研究所 （2015年）

（株）エス・ディー・エス バイオテックつくば研究所 （2019年）■降雨条件下でのキュウリ褐斑病に対する効果
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●品　　種：ハイグリーン21（2.5葉期）
●区　　制：ポット試験、3連制
●供 試 菌：キュウリ褐斑病菌
　　　　     (SDHI-殺菌剤感受性低下菌)
●薬剤処理：6月27日
●降　　雨：6月28日（40mm/h、1時間人工降雨）
●接　　種：7月3日（胞子懸濁液を葉表に噴霧処理）
●調　　査：7月12日（接種9日後）
●調査方法：本葉発病面積率を12段階調査し、無処理

区との比較により防除価を算出した。

ベジセイバー®
（1000倍）

100 99.8
87.8

23.6

86.6

23.6

74.4

31.8

無処理無処理 ベジセイバー（防除価100） F剤（防除価50.0） G剤（防除価80.0）

■べと病に対する効果写真■べと病に対する効果写真

無処理 ベジセイバー®（防除価99.8） I剤（防除価23.6） H剤（防除価23.6） J剤（防除価31.8）

無処理 ベジセイバー®（防除価100） C剤（防除価38.3） E剤（防除価50.0） M剤（防除価85.0）

無処理 ベジセイバー（防除価100） D剤（防除価57.8） I剤（防除価22.2）
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■キュウリうどんこ病に対する効果 ■キュウリべと病に対する効果■キュウリうどんこ病に対する効果
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（株）エス・ディー・エス バイオテックつくば研究所 （2015年）
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●品　　種：相模半白節成
●区　　制：3ポット/区、2反復
●供 試 菌：キュウリうどんこ病菌
　　　　     （QoIｰ殺菌剤感受性低下菌）
●薬剤処理：10月23日
●降　　雨：10月24日（40mm/h、2時間人

工降雨）
●接　　種：10月25日（噴霧接種）
●調　　査：11月3日
●調査方法：第1、第2葉の防除価を求めた。

ベジセイバー®
（1000倍）  

99.2

72.8

44.0

C剤

61.2

ベと病

（株）エス・ディー・エス バイオテックつくば研究所 （2019年）

■キュウリべと病に対する効果
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●品　　種：
●区　　制：
●供 試 菌： 

●薬剤処理：

●接　　種：
●調　　査：
●調査方法：

半白節成
1区底面4.5cmカップ、3連制
Pseudoperonospora 
cubensis（QoI及びフェニルアマ
イド耐性、つくば研究所継代株）
5月28日 スプレーガンを用いて
葉裏および表に20㎖/ポットの割
合で噴霧処理
6月6日（薬剤処理9日後）
6月10日（接種4日後）
本葉の発病面積率を調査し、無処
理区との比較により防除価を算出
した。

ベジセイバー®
（1000倍）
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■トマト葉かび病に対する効果

三井化学アグロ（株）農業化学研究所 （2019年）

■トマト葉かび病に対する効果
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●品　　種：大型福寿
●区　　制：5cm角ポットで3.5葉期まで栽

培した植物を供試（4週間栽培）、
3連制

●供 試 菌：トマト葉かび病菌/Passalora 
fulva；PF1732株（SDHI剤・
QoI剤感受性菌）

●薬剤処理：2月28日にスプレーガンを用い
て、20㎖/3ポット（300ℓ/10a
相当）散布

●接　 種：2月28日薬剤散布風乾後、
1×10⁴個/㎖の胞子懸濁液を葉
裏に接種。

●調　　査：3月19日
●調査方法：各区、全ての葉について、発病程

度を調査した。

ベジセイバー®
（1000倍）  

100

80.6 83.9

93.9 96.7

すすかび病
■トマトすすかび病に対する効果

徳島県立農林水産総合技術支援センター資源環境研究課（2012年）

■トマトすすかび病に対する効果
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●品　　種：桃太郎ピース
●区　　制：1区5ｍ² 8株、3連制
●播種、定植：播種6月2日、定植7月15日
●薬剤処理：8月29日、9月5日、9月11日

の計3回。背負い式小型噴霧器
で約300ℓ/10aで散布した。

●発生状況：中発生（接種）
●接　　種：菌糸懸濁液を手動噴霧器にて試

験区の株全体に噴霧接種した。
●調　　査：9月19日（最終散布8日後）
●調査方法：各区接種は6株の接種葉を除く

上位12複葉、合計72葉につい
て、発病程度別に調査し、発病株
率、防除価を算出した。

ベジセイバー®
（1000倍）

75.6

92.395.1

■薬剤感受性低下菌の発生を防ぐポイント

三井化学アグロ（株）農業化学研究所（2019年）

三井化学アグロ（株）農業化学研究所（2019年）

■キュウリうどんこ病に対する効果

■トマト葉かび病に対する効果

■ナスでの使用例（薬剤散布2時間後）■トマトでの使用例（薬剤散布2時間後）

●品　　種：相模半白
●区　　制：3ポット、3反複
●無処理発病度：85.5

●薬剤散布1日後接種
　・ 薬剤処理11月27日
　・ 病原菌接種日：11月28日（噴霧処理）
　・ 調 査 日：12月9日

●薬剤散布20日後接種
　・ 薬剤処理11月8日
　・ 病原菌接種日：11月28日（噴霧処理）
　・ 調 査 日：12月9日

●品　　種：大型福寿
●区　　制：5áp角ポットで3.5葉期まで栽培した植物を供試

（4週間栽培）、3連制
●薬剤処理：3月20日にスプレーガンを用いて、20㎖/3ポッ

ト（300ℓ/10a相当）散布
●接　　種：3月20日薬剤散布風乾後、1×10⁴個/㎖の胞子

懸濁液（SDHI剤耐性菌）を葉裏に接種
●調 査 日：4月11日

■トマト葉かび病に対する効果
●品　　種：大型福寿
●区　　制：5áp角ポットで3.5葉期まで栽培した植物を供試

（4週間栽培）、3連制
●薬剤処理：6月26日にスプレーガンを用いて、20㎖/3ポッ

ト（300ℓ/10a相当）散布
●接　　種：6月26日薬剤散布風乾後、1×10⁴個/㎖の胞子

懸濁液（QoI剤耐性菌）を葉裏に接種
●調 査 日：7月17日
●調査方法：各区、すべての葉について、発病程度を調査した

①予防散布を心がける
②異なる系統の薬剤によるローテーション防除を行う
③ローテーションに保護殺菌剤との混合剤（ベジセイバーなど）を組み入れる

ベジセイバー®は保護殺菌剤TPNとの混合剤なので、防除体系に組み込むことで
薬剤の感受性低下による発病リスクを下げることも期待できます。

薬剤の感受性低下による発病リスクを低減

薬剤の感受性低下を防ぐために

効果写真

降雨条件下での効果写真

効果写真

野菜の病害をまとめて防除野菜の病害をまとめて防除

葉かび病
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うどんこ病、灰色かび病はもちろん、べと病、疫病など多くの病害をまとめて防除できます。

トトマトの
葉かび病と

すすかび病
は

見分けがつ
きにくい病

害の

代表例！

多くの病害
が

同時に発生
するため、

同時防除が
必要です。

各殺菌剤の系統は
こちらよりご確認ください。

：降雨なし　　：降雨あり

：散布1日後　　：散布20日後

ベジセイバー

B
系統

A
系統

C
系統

ぺンチオピラド




